













り、平成５年の 6.3 億個から平成 19 年の 2.9 億個
とほぼ半減するという状況がある。若者の安易な
性行動が増えてきていたり、危機意識をもたずに
いることが考えられる。しかし、20 代から 30 代
に限った話ではなく、厚生労働省の感染症発生動
向調査２）によると、平成 20 年において、クラミ
ジア感染症は 10 歳から 14 歳で 44 人、15 歳から
19 歳 で 3170 人、20 歳 か ら 24 歳 で 7847 人、25
歳から 29 歳で 6213 人となっている。平成 11 年
からの推移でみると減少傾向であるが、他の年齢



































図２　平成 23 年第３四半期　新規 HIV 感染者の年代別分布
新規HIV感染者　年代別分布





























推移は、1974 年から 93 年にかけて 23％から 57
％と大幅に増加してきたが、1999 年以降は約 65
％の率にとどまっている。しかし女子大学生に注




上昇したのは 1993 年から 1999 年にかけてであり、
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